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な
ぜ
今
、「
協
働
」が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
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少
子
高
齢
化
、国
・
地
方
に
お
け

る
厳
し
い
財
政
状
況
、地
方
分
権
な

ど
、社
会
の
し
く
み
は
複
雑
に
な
り
、

市
民
の
要
望
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

画
一
的
な「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」や
採

算
性
を
前
提
と
し
て
い
る「
企
業
サ

ー
ビ
ス
」だ
け
で
は
市
民
の
要
望
に

は
応
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に「
市
民

の
活
動
」を
含
め
、行
政
、企
業
、市
民

が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、き
め
の

細
か
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
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「
協
働
」に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
心
構
え
を
持
つ

と
よ
い
の
で
す
か
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広
く
市
民
の
皆
さ
ん
が「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」に
関
わ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

協
働
は
市
民
が
互
い
に
支
え
合
い
、

協
力
し
合
う「
市
民
相
互
の
協
働
」と

市
民
と
行
政
が
互
い
の
役
割
分
担
の

も
と
で
進
め
る「
市
民
と
行
政
の
協

働
」が
大
き
な
２
つ
の
柱
で
す
。

　

日
常
生
活
で
発
生
す
る
問
題
は
、

ま
ず
自
分
や
家
庭
で
解
決
を
は
か
り
、

そ
れ
も
で
き
な
い
場
合
は
地
域（
市

民
相
互
の
協
働
）で
、そ
れ
で
も
で
き

な
い
場
合
は
行
政（
市
民
と
行
政
の

協
働
）が
行
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
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「
協
働
」の
効
果
と
は
、ど

の
よ
う
な
事
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
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多
く
の
場
面
で
協
働
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、市
民
に
と
っ
て
は

柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、市
民
活
動
団

体
に
と
っ
て
は
団
体
の
目
的
の
実
現

な
ど
色
々
な
効
果
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
が
行
政
運
営
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
機
会
が
多
く
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
多
く
の
市
民
の
意
見

が
反
映
さ
れ
ま
す
。

教
え
て
！「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

最
近
、「
協
働
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
辞
書
で
引
い
て
み
る
と
「
協
働
と
は
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

自
立
し
た
主
体
同
士
が
対
等
な
立
場
で
話
し
合
い
協
力
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
市
民
と
市
民
、
ま
た
、
市
民
と
市
役
所
の
協
働
に
よ
る
「
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

協働はつぎの心がけ�
が大切です。�
・ 対　　等�
・ 相互理解�
・ 目的の共有�
・ 自主性の尊重�
�

る
も
い
市
役
所�

市民相互の�
協働�

市民と行政の�
協働�

65歳以上の�
人の割合�

Ｈ17年 ― 22.4％�
Ｈ  7年 ― 14.9％�

14歳以下の�
人の割合�

Ｈ17年 ― 12.6％�
Ｈ  7年 ― 16.5％�

留萌の少子高齢化�

き
ょ
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ど 
う
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市
民
と
行
政
を
結
ぶ

「
協
働
」は
、ど
の
よ
う

な
形
が
あ
る
の
で
す
か
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い
ろ
い
ろ
な
所
で
、い
ろ
い

ろ
な
形
で
、市
民
が
行
政
に
関
わ

り
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

更
に
多
く
の
市
民
が
行
政
運
営
に

参
画
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ
�����������協協協協協協協協協協協
働働働働働働働働働働働
ののののののののののの
役役役役役役役役役役役
割割割割割割割割割割割

「
協
働
」を
進
め
る
た
め

に
、各
々
ど
の
よ
う
な

役
割
が
あ
る
の
で
す
か
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協
働
を
進
め
る
た
め
の
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協　働　の　か　た　ち

  行政が担当すべき事業の一部を他の団体に委ねる形態             
  　・スポーツ施設、公民館の管理委託や事業の委託（ＮＰＯ法人）
  　・公園の管理、清掃の委託（町内会や老人クラブ）など          

委　　    託

  異なる団体が一つの組織を形成し、協働で事業を行う形態       
  　・るもい呑涛まつり実行委員会、萌っこ春待里実行委員会など   

実行委員会

  団体等が行う事業について行政が資金の一部を提供する形態
  　・市民活動振興助成金・観光協会事業費補助金など

助成、補助

  市と団体、個人が双方が持っている情報を提供したり、意見を述べ合ったり   
  する形態 
  　・各種審議会、協議会・懇談会・パッションミーティングなど

情報提供、 
情報交換、 
政策提言等

町内会.自治会�
住民に最も身近な組織�
として住民自治を更に充実�
させるための取り組みが�

必要です。�

市　　民�
住民活動に理解を�
深め、まちづくりに�

積極的に参加することが�
必要です。�

�

市民活動団体�
地域課題の解決に向け�
て活動すると伴に個人の社�
会参画のきっかけを提供�
することが必要です。�

�

企　　業�
地域社会構成員の�

一員として、まちづくりに�
積極的に参加することが�

必要です。�

市　役　所�
市民の社会参画の機会�
を拡大すると伴に、市民に�
協働に関する情報の提供を�

行います。�
�

協　働�

　・委託（スポーツ施設、公民館、公園の管理委託など）�
　・実行委員会（呑涛まつり、萌っこ春待里など）�
　・助成、補助（各種助成金、補助金）�
　・情報提供、情報交換、政策提言（各種審議会、協議会、懇談会、パッションミーティングなど）�
�

現在行われている協働の取り組み�

市　　民�

ボランティア�

市民活動団体�

町内会�
老人クラブなど�

市  役  所�
行政情報の提供（広報誌、FMもえる、�
　　　　出前トーク、ほっとなトーキング）�

活動の支援（市民活動助成金、�
　　町内会交付金、市民ボランティア制度）�

意見・提案の提出（各種審議会、�
　　　　懇談会、パッションミーティング）�

・適正な行政情報�
　の提供�
�
・市民意見の把握�
�
・市民参加機会の�
　充実�

人の考え方や生活様式も一人ひとり異なる時代です。

市民の求めるものも多様化しており、そのすべてに市役所のみで応えて

いくのは不可能です。

しかし、いろいろな人たちが行政と一緒に、適切な役割分担のもとに協力し合

うことによって、複雑な地域社会を支えていくことができます。

そのためにも、町内会、市民活動団体、地域企業や市役所が連携（協働）し、日常

の問題を解決する環境づくりを通じ、市民の心のふれあいを高めていくことが

必要です。みんなで力をあわせて住みよい環境をつくりましょう。

「協働のまちづくり」について
お問い合わせ

生活福祉部
市民サポートグループ

�４２・１９02（直通）

個
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「
協
働
」の
仕
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
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市
民
と
行
政
が
共
通
の
認
識
を
も
っ
て
協
働
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、適
切
な
情
報
の
提
供
、市
民
と
市
の
交
流
の
場
の
設
定
や
市
民

組
織
の
支
援
な
ど
の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。


